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謹賀新年 
 

東京平和運動センター 

議長  佐藤 光夫 

 
新年明けましておめでと

うございます。 

旧年中は、東京平和運動セ

ンターの活動にご理解ご協

力を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、昨年は、東日本大震災の復興も滞る中、

自然災害が猛威を振るう一年となりました。改

めて自然災害の恐ろしさを知ると同時に、尊い

命を奪われた方々の無念さを思うと言葉もあ

りません。心よりご冥福をお祈りするとともに、

被災されたそれぞれの地域の一日も早い復興

をご祈念申し上げます。 

被災各地が、鎮魂の祈りに包まれる中、安倍

首相は、国民の声に耳を傾けることなく、軍国

主義の復活を目論み、意図的に惨事を起こそう

としています。 

第 47 回衆議院議員選挙で、自・公が３分の

２以上の議席を獲得したことにより数の暴挙

に拍車がかかることは間違いなく、今年はまさ

しく平和と民主主義を守れるか否かの正念場

となることは言うまでもありません。 

こうした動きの中、戦争をさせない 1000 人

委員会が発足され、東京平和運動センターとし

ても東京地公労とともに、昨年５月に「戦争を

させない東京 1000 人委員会」を立ち上げまし

た。10 月には日比谷公会堂において「10・17

戦争への道をゆるさない東京集会」を開催し、

当日は労働組合と市民・民主団体の御協力によ

り 1,900 名が結集する実り多き集会となり、私

自身、平和運動のうねりの高まりを覚えると同

時に、戦争への道を絶対に許さないという決意

が、さらに強固なものとなりました。 

しかし、こうした取り組みを嘲るように、安

倍首相は防衛装備移転三原則や集団的自衛権

の行使容認を矢継ぎ早に閣議決定させ、戦争の

できる国へと布石を打ち、衆議院解散総選挙の

結果を、国民の信任が得られた証と拡大解釈し、

昂然と集団的自衛権行使の関連法案を成立さ

せようとしています。こうした一連の流れから

見ると、安倍首相が言う、「積極的平和主義」

は、単なる「積極的『軍事』主義」でしかない

ことは間違いなく、私たちは、歴史から学ぶべ

き本質を見極め、世界に誇れる平和憲法を絶対

に変えさせることなく、立憲主義の堅持はもと

より、戦争のできる国への法整備は絶対に許さ

ないという決意で反戦・平和・護憲運動を強化

しなければなりません。同時に、強行に推し進

める辺野古新基地建設についても、断固として

食い止めるため全国の仲間とともに全力で取

り組みを進める覚悟です。 

福島第一原発事故から３年９か月経つ今も、

約 12 万人が避難生活を強いられ、被害救済も

ままならぬ状況であるにも関わらず、安倍首相

は原発事故が完全に収束したかのように、各地

で原発の再稼働を加速しようとしています。 

あの悲劇を二度と繰り返さない為にも断固と

して再稼働を阻止し、原発に依存しない世界を

目指し取り組みを強化したいと思いますので、

さらなる脱原発運動への御協力をお願い申し

上げます。 

 狭山事件は、事件発生から 51 年、確定判決

から 40 年を経過しました。部落差別により犯

人とされた石川一雄さんは 76 歳を数えました。 

弁護団をはじめ、部落解放同盟や労働組合・市

民の闘いで、ようやく再審への道が開かれつつ

あります。狭山東京実行委員会は年末に第 20

回総会を開催し、新しい年に向けての闘いを確

認しました。総会で私が新議長に選出されまし

た。皆さんとともに無罪確定まで共にがんばり

たいと決意しています。 

結びに、今年一年が皆様にとって実り多き年

となりますようご祈念申し上げるとともに、平

和運動センターは、戦後 70 年となる平和に終

止符を打たせることなく、これからも恒久平和

を守り抜くため全力で取り組むことをお誓い

申し上げ、年頭の御挨拶とさせて頂きます。共

に頑張りましょう。 
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２０１４年を振り返って 

１月  

名護市長選挙で辺野古新基地反対の 

稲嶺氏が 

当選 

 
 
 
 
 
 
 
 

３月 

「さようなら原発集会」に向けて、 

第五福竜丸か

ら日比谷公園

まで進む東京

平和運動セン

ターのデモ 

 

５月 

「戦争をさせない東京１０００人委員会」 

発足集会 

 

 

 

 

 

７月 

「集団的自衛権

容認」反対の声

を押し切って安

倍内閣が閣議決

定 

 

 

８月 

被爆 69 周年原水禁世界大会（長崎） 

で訴える高校生平和大使と 1万人 

署名活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月 

10.17戦争への道を許さない東京集会に1900名

が結集<東京

1000 人委員

会主催・日比

谷公会堂） 

 

 

 

 

 

 

   １２月 

   沖縄知事選挙で辺野古新基地建設反対

の翁長氏が当選 
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年頭にあたって 

  三多摩平和運動センター連帯挨拶      

 
 

三多摩平和運動センター 

議長   田中 泰伸 
 
 新年あけましておめでとうございます。 

 昨年 12 月 14 日に投開票が行われた第 47 回

衆議院選挙は、

自民・公明の

与党で２／３

を獲得すると

いう結果にな

りました。こ

の選挙におい

て安倍首相は、

アベノミクス

の成果を争点としてきましたが、一方で、集団

的自衛権の行使容認や原発再稼働の問題、そし

て、辺野古新基地建設問題を選挙の争点から巧

妙に隠し行われた選挙であり、与党が大勝した

からといって「白紙委任」をしたことにはなり

ません。何より、国民生活の根幹である「生命

や健康」をもないがしろにする安倍政権を許す

ことはできません。 

 安倍首相が就任して以来、歴代の自民党政権

も手を付けてこなかった危険な政策を打ち出

し、特定秘密保護法案の国会での強行採決や武

器輸出三原則の見直し、国家安全保障会議の設

立と着々と「戦争ができる国」へと準備を進め

てきていることは周知の事実であります。 

 そして、昨年７月１日に「憲法解釈の変更に

よる集団的自衛権の行使容認」を閣議決定する

という暴挙に出ました。安倍首相は「外国を守

る為に、日本が戦争に巻き込まれることはあり

得ない」「日本が再び戦争をする国になること

は断じてない」と断言しました。しかし 10 月

８日に公表された日米ガイドラインの中間報

告で「周辺事態」を削除し、世界各地に自衛隊

を派遣できる、米軍支援を世界に拡大する方向

性を打ち出しました。 

 こうした事実を見た時、安倍首相の言葉がい

かに欺瞞であり、なし崩し的に戦争へとひた走

り、その先にある憲法の改悪へと突き進んで行

くことが明らかとなってきています。 

 原発再稼働も原子力規制委員会の検査基準

に適合したとし、九州電力の川内原発の再稼働

を目論み。辺野古新基地は名護市長選、沖縄知

事選。そして衆議院選挙での自民党候補の全敗

という、県民の「基地移設反対」の民意を無視

し何事もなかったごとく強引に建設へと突き

進む姿勢を見た時、日本の平和と民主主義の危

機を感じざるを得ません。 

 こうした情勢で迎える 2015 年は、私たちが

かつて経験したこともないような厳しい１年

になることは言うまでもありません。 

 しかし、全国に拡がった戦争をさせない 1000

人委員会など、志を共にする仲間と連帯。共闘

を進めることが、現状を打破する道であること

を肝に命じ三多摩平和運動センターも全力で

この一年闘うことをお誓いし、年頭にあたって

のごあいさつと致します。 

 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 34 回不戦を誓う三多摩集会で 

      講演する 半田 滋 東京新聞記者 

      （2014.12.9 国分寺 いずみホール） 
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もんじゅを廃炉へ！全国集会 

2014 自治労東京アクションに参加して 

 

 

     東京平和運動センター 

       事務局長  桐田 達也 

 

昨年の 12 月５日から６日にかけて自治労東

京都本部が主催する「もんじゅの廃炉を求める

2014 自治労東京アクション」に参加をしてきま

した。この行動は、自治労東京都本部が脱原発

社会の実現に向けて 12 月６日に開かれる「も

んじゅを廃炉へ！全国集会」に合わせて敦賀半

島の原発施設を視察するスタディツアーです。

一日目の敦賀原発、美浜原発視察を行った夜の

交流会に、現地の福井県平和センターから「森

と暮らすどんぐり倶楽部」の石地優さんに参加

していただきました。石地さんからは、原発銀

座と言われるほど多くの原発施設が存在する

現地で、脱原発の運動を進めるなかでの貴重な

お話を聞くことが出来ました。原発反対の署名

を一軒ずつ話しながら取り組んでいると「原発

のある地域には、危なくて嫁には出せない。と

言われた」といった原発を抱える地域の苦しみ

を訴える声がある一方で「原発は怖いが。反対

しているのが会社に知れるのは困る」といった

声が多くあるのが現実です。福島第一原発の事

故から原発事故、放射能汚染の恐ろしさを目の

当たりにし、脱原発によるエネルギー政策の転

換を求める思いは強まっているが、自民党政権

による補助金政策で、これまで原発に依存して

きた地域経済と雇用の現実という大きな壁が

あり、原発に頼らない経済と雇用をいかに作っ

ていくかが課題です。「森と暮らすどんぐり倶

楽部」は原発に頼らない経済、雇用を視点とし

て運動を進めています。と話されました。あら

ためて、脱原発社会に向けて大きな課題である

地域経済と雇用という問題に現地で地道に取

り組んでいる方の努力に感銘を受けるととも 

に、問題解決に向けた現地での運動の難しさと

重要さを実感しました。 

 

衆議院議員選挙で安倍自民党が圧勝した３

日後の 12月 17 日、原子力規制委員会は、関西

電力高浜原発３、４号機の新規制基準に基づく

安全審査で、事実上の合格としました。政府は、

規制委員会が安全性を確認した原発から再稼

働をさせる方針で、地元自治体との同意が行わ

れれば再稼働ができるとしています。昨秋の九

州電力川内原発１、２号機に続き２例目となる

今回の決定で、安倍政権による原発再稼働に向

けての動きが本格化するでしょう。 

福島第一原発の事故から３年余りが過ぎま

したが、未だに多くの人たちが仮説住宅での不

自由な避難生活を余儀なくされ、先行きの見え

ない不安を感じながら生活をしています。事故

原因は究明されず、汚染水、放射性廃棄物の処

理などの問題も解決せず、原発事故の終息には

程遠い状態にあります。原発事故は一度起これ

ば住民の生命を生活は奪われ、回復までには気

の遠くなるような時間がかかります。自民党安

倍政権は再び、金の力で原発や基地政策を進め

るでしょう。世論調査によると国民の約半分は

脱原発を求めている結果が出ています。目先の

豊かさに惑わされることなく生命と生活が守

られる社会をつくらなければなりません。脱原

発社会の実現に向けて市民が一体となった運

動が求められてきます。新たな年を迎え、平和

で安心、安全な社会に向けて、着実に一歩ずつ

運動を進めていきたいと思います。 

 

「もんじゅ」を背に、雪の白木浜にて 

自治労都本部アクション参加者 
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狭山東京実行委員会第20回総会開催 

新議長に佐藤光夫氏（東京平和運動センター議長） 

 

狭山東京実行委員会は 12 月 19 日に第 20 回

総会を開催し、今後一年間の活動方針を決定し

ました。各地域で活動する運動体から活動報告

と決意が発言されました。また、役員改選では、

長谷川議長、本橋事務局長が退任、新たに佐藤

光夫議長、桐田事務局長を選出しました。 

 

狭山事件の再審開始を求める決議 

 狭山事件は、事件発生から５１年が経過し、

「犯人」に仕立て上げられた石川一雄さんは半

世紀以上も無実を訴え続けています。 

 40 年前の 1974 年 10 月 31 日、二審：東京高

裁 寺尾正二裁判長は、第１審の「死刑判決」

を破棄した上で、あらためて「無期懲役」を言

い渡しました。77 年８月９日、最高裁への上告

が棄却されたため、この寺尾判決が確定判決と

なり、狭山事件の裁判はその後 40 年以上にわ

たって争われることとなってしまいました。寺

尾判決こそ事件の真実を歪め、権力犯罪を覆い

隠し、「みえない手錠」で今なお石川一雄さん

を縛り続けている元凶そのものです。 

 2009 年 12 月、東京高等裁判所 門野裁判長が

東京高検に対して正式に証拠開示を勧告し、本

年 10 月までに 164 点の証拠を開示させました。

しかし、「血痕反応検査報告書」、「死体埋没

に使われたとされるスコップ」の指紋検査報告

書、「犯行現場」を特定するための捜査書類や

万年筆の置き場所の図面など、肝心な証拠につ

いては全て「不見当」として開示していません。

この間、開示された証拠物に付けられた番号が

飛んでいることから、未開示の証拠物が多数存

在し、弁護団はその開示を求めるとともに、「証

拠リスト」の開示を強く求めています。 

 河合裁判長は三者協議の中で、弁護団が求め

る未開示の重要証拠や「証拠リスト」などの開

示を検察官に促していますが、第２０回三者協

議においても、検察官は「開示の必要性はない」

との意見書まで提出し、頑なに開示に応じよう

としていません。 

 新証拠の発見を要件とする再審制度の趣旨

からも検察官がことさら隠すことは正義に反

するものであり、再審請求において、検察官手

持ちの未提出資料の開示が必要不可欠である

ことは、この間相次いだ冤罪事件、足利事件・

布川事件・東電社員殺害事件・袴田事件等々の

再審開始決定を見れば明かです。河合裁判長に

は、検察官に対し「証拠リスト」の開示、未開

示の捜査資料の開示勧告を行うことを訴えま

す。 

 さらに、相次ぐ冤罪の再審無罪判決の教訓は、

証拠開示とともに鑑定人尋問などの事実調べ

が不可欠であるということです。東京高裁・河

合裁判長は、再審制度の理念と相次ぐ冤罪の教

訓をふまえ証拠開示を積極的にすすめ、証人尋

問や鑑定人尋問などの事実調べを即刻行うべ

きです。 

 寺尾差別判決から 40 年が経過し、事件発生

から５２年を目前に、確定判決は大きく揺れ動

いています。間違いなく狭山事件をめぐる闘い

は大詰めの段階を迎えています。 

 石川一雄さんはもうすぐ 76 歳です。これ以

上の時間の経過は許されません。 

 狭山事件 52年目を迎える 2015 年、私たち狭

山東京実行委員会は、政治・司法反動に屈せず、

あらゆる油断を排し、徹底した証拠開示と事実

調べを行なわせ、東京高裁に「決断」を迫る闘

いを展開していきましょう。 

 以上決議する。 

２０１４年１２月１８日 

狭山東京実行委員会第２０回総会 
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 安倍政権の暴走に反対する 

1.26 国会前行動 

1 月 26 日（月）18：30 分～19：30 

衆院第二議員会館前（官邸寄り） 
 

主催：戦争させない・9条壊すな！ 

総がかり行動実行委員会        

 

 

狭山事件の再審を求める東京集会 

2 月 19 日（木） 18：30～ 

  田町交通ビル 6Ｆホール 

（JR田町駅・都営三田線三田駅 徒歩5分）   

  

＊ 直近の状況と取り組みについて 

 安田 聡さん<狭山中央闘争本部> 

＊ 石川一雄さん、早智子さんアピール 

＊ 地域・団体からの決意表明 

 

主催  狭山東京実行委員会 

 

 

活動日誌 

12.04 狭山東京実行委員会 

12.04 東京平和運動センター常任幹事会 

12.06  もんじゅを廃炉に！全国集会 

(福井･敦賀市) 

12.09 不戦を誓う三多摩集会（いずみホール） 

12.14  衆議院選挙 

12.18 狭山東京実行委員会第 20 回定期総会 

 
 

今後の日程 

01.15  県民の民意を尊重し、辺野古新基地建設

断念を求める沖縄県議上京団１・１５連

帯集会 (18：30 連合会館 2 階大会議室) 

01.17 オスプレイと米軍機飛行問題全国交

流会（14：00 連合会館 501） 

    オスプレイの配備と飛行訓練に反対

する東日本連絡会（仮称）結成会議 

          （16：00 連合会館 501） 

01.20 TPP 問題連続学習会 

(18:30～連合会館)  

01.25  安倍政権の暴走に反対する1.26国会

前行動(18時30分～19時30分) 

衆院第二議員会館前（官邸寄り） 
01.31  故八木隆次さんを偲ぶ会 

(14:00～連合会館)  

02.11  憲法と「建国記念の日」を考える集会

(13:30～東京・日本教育会館) 

02.19 狭山事件の再審を求める東京集会 

      （18：30 田町交通ビルホール） 

 

 

  

 

 

東京平和運動センター 

    個人会員のみなさんへ 

         年会費納入のお願い 

 

本年度分の納入にご協力ください。 

新規会員の呼びかけにもご協力ください。    

   

2014 年度分会費  2,000 円 

 

納入方法  

 振込  

名義 東京平和運動センター 

中央労金田町支店 

     普通 ６４３４１９５ 

      ゆうちょ銀行 

       普通 ９１１５８４７１ 

               

   その他 

       切手（2000 円分）による

郵送もお受けします。 

      




	空白ページ


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


